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② 意向調査 新たな森林管理システム事業 716 716
森林経営管理法に基づく経営管理権集積計画作
成に係る森林所有者への同意取得を中予山岳流
域林業活性化センターに委託。

集積計画の同意取得：21
人、43ha

③ 私有林整備 再造林下刈り支援事業 8,504 8,504
主伐後の更新促進のため、再造林に対する補助
事業を実施。

造林面積：33ha
下刈り面積：90ha

⑥ 林道・林専道の整備
等

林道整備業務委託 5,280 5,000 280
森林整備を促進するため、林道の改良、修繕を
実施。

林道補修：12箇所

⑧ 担い手の確保に向け
た取り組み

上浮穴高等学校海外研修事業 5,831 5,831

担い手育成のため、地元上浮穴高等学校の生徒
を対象に、森林業・木材利用・街づくりをテー
マにしたドイツ及びオーストリアへの視察研修
に対する補助事業を実施。

参加者数：13人

⑨ 林業就業者の育成 林業経営支援事業 25,000 25,000
自伐林家等担い手確保を図るため、林業機械導
入に対する補助事業を実施。

林業機械：27台

⑩ 新たな組織の設立
中予山岳流域林業活性化セン
ター整備運営事業

25,843 25,487 356

新たな森林管理システムを推進する組織とし
て、中予山岳流域林業活性化センターの人員等
の拡充を図るとともに、事務所の移転整備を実
施。

合計 70,538

税導入の効果（総括）

【ワンフレーズ】
・新たな森林管理システムを推進するため、9回
の会議を重ね、平成30年度に所有者アンケート
を行った3箇所の内、モデルとして、まず1箇所
目の集積計画を作成する方針を立てた。所有者
の個別訪問を行った結果、21人、43haの同意を
取得し、令和2年6月1日付けで経営管理権集積計
画の公告を行った。

【詳細】
新たな森林管理システムを担う組織として、中
予山岳流域林業活性化センターの再整備を行う
ことにより、今後の推進体制が整った。
今後更に、当センターに県、町の人的支援を拡
充して、森林整備を促進していくものとする。

また、担い手育成が重要であることから、地元
高校生の海外研修を実施した結果、高校の魅力
が高まり、令和2年度の入学希望者が増加した。
このほか、自伐林家等に対する林業機械導入の
補助事業を実施した結果、林業生産意欲が高ま
り、町内原木市場出荷量が過去最高となった。
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